
 

今月号の案内者は 

南片白区長 鳥越祐市さん 
 

クイズ 

●武雄の廣福寺と橘東福寺の 

開山はどっちが早い？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★①東福寺
とうふくじ

に行くには 
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京都
きょうと

の東福寺
とうふくじ

と兄弟
きょうだい

？ 

東福寺
とうふくじ

（南片白） 
●南片白の前回

ぜんかい

は、大河
た い が

ドラマの鎌倉
かまくら

殿
どの

の１

３人にひっかけて、 橘
たちばな

氏
し

の由来
ゆ ら い

、東福寺
とうふくじ

と

橘
たちばな

氏
し

との争
あらそ

い、東福寺
とうふくじ

遺跡
い せ き

の３つを一緒
いっしょ

に紹介
しょうかい

しんさったケン、内容
ないよう

がテンコモイ

やった。今回
こんかい

は的
まと

バ絞
しぼ

って紹介
しょうかい

すっバイ。 
 

●現
げん

地
ち

に行
い

く★①には、国道４９８号と高速
こうそく

道
どう

が交
こう

差
さ

しとるあたりから東福寺
とうふくじ

の集落
しゅうらく

に入

っていくギーよかバッテン、分
わか

いにっかケン、

右
みぎ

に、地図
ち ず

と写真
しゃしん

バ掲
かか

げるバイ。 
 

●登
のぼ

りきーギ、庵
あん

と貯水槽
ちょすいそう

★②があってその前
まえ

に看板
かんばん

が立
た

っとう。看板
かんばん

には、1241年開山
かいざん

で円
えん

爾
に
★③（没後

ぼ つ ご

、聖一
しょういち

国師
こ く し

と呼
よ

ばれること

で有名
ゆうめい

）と言
い

う人が宋
そう

★④という国から帰って

きた年だと書
か

かれとうバイ。 
 

●開
かい

山後
ざ ん ご

★⑤すぐに院
いん

住 職
じゅうしょく

が亡
な

くなり、 橘
たちばな

氏
し

と争
あらそ

った★⑥が、橘氏のものとなり、分家
ぶ ん け

の中村
なかむら

氏
し

の所有
しょゆう

★⑦となったらしかネ。 
 

●今
いま

は住 職
じゅうしょく

のいない小さな庵
あん

で、地区
ち く

で

管理
か ん り

しとうバイ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくが案内するね。 

国道
こくどう

４９８号
ごう

線
せん

と高速
こうそく

道路
どうろ

が交差
こうさ

するところに旧県道
きゅうけんどう

が分かれる場所
ばしょ

があるよ。

上の図の「写真①」で撮
と

っ

たのが 左
ひだり

の写真
しゃしん

。 

 

ここを 東
ひがし

へ折
お

れると

東福寺
とうふくじ

集 落
しゅうらく

に入るよ。

高速
こうそく

道
どう

の下を抜
ぬ

けて、②の

ところでは右に防火
ぼ う か

水槽
すいそう

が

あるよ。 

参道
さんどう

入口
いりぐち

③には左手
ひだりて

に廃
はい

車
しゃ

が 2台あるのが目印
めじるし

。 

参道
さんどう

は石 畳
いしだたみ

なので、結構
けっこう

立派
りっぱ

な道
みち

だよ。 
 

★印番号の解説 

 

 

https://tachibana-net.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代区分 旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 
南北朝・室町・

安土桃山時代 
江戸時代 

年代 
～前

14000 頃 

前 14000

～前５C 半 

前５C 半ば

～３C 

３C～７C 710～794 794～1185 1185～

1333 

1333～1603 1603～

1868 

主な市内

遺跡 

赤書は橘

町 

草場・おつ

ぼ山第 1 水

門・南楢崎

遺跡。 

若木町小路

遺跡、中野

の黒曜石、

柏岳サヌカ

イト 

市場・下貝

原・釈迦寺

遺跡等の遺

物。市内

200 カ所以

上。阿舎

利・椿原遺

跡（山内） 

みやこ遺跡

の環濠。潮

見川流域・

釈迦寺等遺

跡、 

市内 100

カ所以上。

東宮裾遺跡 

鏡、銅剣。玉

江遺跡、玉

島・潮見古

墳、おつぼ山

神籠石、東福

寺前方後円墳 

武雄平野を取

り囲む山の周

辺で 300 基

以上 

肥前風土記と

歌垣山、井手

橋・林副（墨

書土器）ドウ

ザマ墓地 

立石と官道 

武雄温泉 

広福寺仏像向

野須恵器窯跡

（北方）郡衙 

長嶋庄成立 

橘町条里制 

庄の前遺跡 

経塚、蓮華王

院領 

武雄神社、黒

尾神社、佐賀

県最古の文書

(実検状）歓喜

寺薬師如来像 

潮見城跡と舘

跡、潮見川流

域の中世遺

跡、潮見川

開削、渋

江・中村・

中橋氏頼朝御

教書、塚崎庄

が分離 

北肥戦史等北部

九州動乱、渋江

氏勢力拡大と日

鼓城の悲劇、潮

見城落城-鉄砲-

丹宗堀、塚崎庄

拡大、武雄・黒

尾社、後藤が渋

江攻略、肥前古

窯と古武雄 

三法方郷、鳴

瀬宿と御狩

場、長崎街道

上野本窯・皿

山窯跡 

南部系窯跡後

藤鍋島藩の蘭

書、大砲 

北方炭鉱 

 

 
今回のご紹介した遺跡は『鎌倉時代』のものでした 注）下表の年代は諸説あ

ります 

★⑥橘氏はなぜ争ったの？      

橘
たちばな

氏
し

が来
く

る前
まえ

の 橘
たちばな

平野
へ い や

に潮見
し お み

川
がわ

はありませんでした。農地
の う ち

は潮見山
しおみやま

と杵島山
きしまやま

の山裾
やますそ

に広がる山水
やまみず

を

利用
り よ う

した場所
ば し ょ

に限
かぎ

られていたので、沖永
おきなが

・二俣
ふたまた

・片
かた

白
しろ

などの東川
ひがしかわ

の西
にし

のほうには湿
しっ

地帯
ち た い

（芦原
あしはら

）が広
ひろ

がっ

ていました。長島庄
ながしましょう

に入部
にゅうぶ

した 橘
たちばな

公業
きんなり

の一族
いちぞく

は、すでにある農地
の う ち

を手に入れないと経営
けいえい

ができませんで

したが、そこは既に、神社
じんじゃ

やお寺
てら

などの在地
ざ い ち

の管理者
かんりしゃ

がいたのです。そこで、領地
りょうち

争い
あらそい

が発生
はっせい

しました。 

橘氏は、在来
ざいらい

の管理者
かんりしゃ

と争
あらそ

うだけでなく、新
あら

たに農地
の う ち

を開拓
かいたく

するために、それまで東川
ひがしかわ

へ流
なが

れ込
こ

んで 

いた川を上野
か み の

の一関
いっせき

の場所から新
あら

たに水路
す い ろ

を開
ひら

いて「潮見
し お み

川
がわ

」としたのです。 
【町内遺跡発掘報告書（市教委）や景観に探る中世（服部英雄）などを参考にまとめました。】 

 
 

今日の う・ん・ち・く 

 

 

右
みぎ

写真
しゃしん

の手前
て ま え

が貯水槽
ちょすいそう

。 

奥
おく

に無人
む じ ん

の庵
あん

があるよ。 

鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

中期
ちゅうき

の人。臨済宗
りんざいしゅう

の僧
そう

円
えん

爾
に

(没後
ぼ つ ご

聖一
しょういち

国師
こ く し

)は、中国
ちゅうごく

で

修学
しゅうがく

後
ご

1241年に帰国
き こ く

し、その

年に 橘
たちばな

東福寺
とうふくじ

を開山
かいざん

しまし

た。翌年
よくねん

武雄
た け お

廣
こう

福寺
ふ く じ

も開山
かいざん

され

ています。（橘町歴史散歩パンフより） 

 

宋（960～1279年）は中国
ちゅうごく

の国
こく

名
めい

。

円
えん

爾
に

さんは 35歳の時（1235年）に

修行
しゅぎょう

のため平戸から宋に渡
わた

るんだ。 

6年の修行
しゅぎょう

を終
お

え帰国
き こ く

する時、一緒
いっしょ

に

船出
ふ な で

した 2艘
そう

は沈没
ちんぼつ

。円爾さんの船は

博多
は か た

に無事
ぶ じ

に着いた。宋が滅
ほろ

ぶ 38年

前に帰国
き こ く

したことになるね。 
（大川村村誌の聖一国師年表より） 

1237 橘氏が長島庄に入部 

1241 円爾帰国（博多へ） 

同年 〃 博多の承天寺開山 

（同年 橘東福寺開山とされる）  

1242（武雄廣福寺開山とされる） 

中国で学
まな

んだことを広
ひろ

めるために、北部
ほ く ぶ

九 州
きゅうしゅう

で布教
ふきょう

活動
かつどう

を行
おこな

い、帰
かえ

って来た年

には武雄
た け お

に来
き

たとされているんだね。 

1243 円爾上洛後京都
きょうと

東福寺
とうふくじ

を開山 

 

 

 

★⑤東福寺
とうふくじ

開山
かいざん

と 橘
たちばな

氏
し

 

★②庵
あん

と貯水槽
ちょすいそう

 

★

 

★③円
えん

爾
に

（聖一
しょういち

国師
こ く し

） 

★

 

★④宋
そう

への渡航 

 

★

 

★⑦その後 

 

★

 

橘の東福寺
とうふくじ

は、開山後
かいざんご

まもなく院主
いんしゅ

道
どう

覚
かく

の死去
し き ょ

によ

り、院主
いんじゅ

職
しょく

の相続
そうぞく

を 橘
たちばな

氏
し

と争
あらそ

い、中村
なかむら

氏
し

の所有
しょゆう

と

なりました。東福寺
とうふくじ

は、中村氏の衰退
すいたい

と共
とも

に荒
あ

れ寺
てら

と

なりました。（橘町歴史散歩パンフより） 

 

東福寺から

の眺めだよ 


